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はじめに 

島弧の地震波速度構造（Kodaira et al.,2007a, b; Takahashi et al., 1998, 2007, 2008）は島弧地殻に
普遍的に安山岩質の中部地殻が存在することを示している。しかし，安山岩質の中部地殻を形成した

だけではまだ大陸地殻の生成とはいえない。Tamura et al. (2010) および田村 (2011) では、島弧で
生成される中部地殻が衝突帯において集積し、大陸地殻へと進化していく、と結論した。そのもとに

なっているのは、伊豆-本州弧衝突帯である丹沢地域の深成岩類と、始新世から現在までの伊豆弧の火
山岩類の化学組成の比較である。衝突帯において、中部地殻が再融解を受け、若返り、衝突帯に深成

岩として付加されていく、というシナリオである。Hacker et al. (2011) は、これを「relamination」
と呼ぶ。一方、「Project IBM」という IODP掘削提案が 2006年に IODPに提出された（Tatsumi & Stern, 
2006, Oceanography）。これは、伊豆小笠原弧を米国のジョイデスレゾルーション（JR）号で 3地点
の掘削をおこない、沈み込み帯の進化を明らかにし、その上で地球深部探査船「ちきゅう」によって

中部地殻までの大深度掘削をおこなって生まれたての大陸地殻（中部地殻）を採取し、大陸地殻成因

を明らかにしようとするものである。Project IBM の三つの JR 掘削は、2014 年の 3 月 30 日から 9
月 30日まで、連続して 6ヶ月かけて行われる（IODP Expeditions 350, 351および 352）。この掘削
は沈み込み帯の進化を明らかにすると共に、上記の relamination仮説を検証する絶好の機会である。 
 
手法 

マントルでできた初生マグマ（玄武岩組成）がどのように分化して大陸地殻（安山岩組成）をつくる

かは、地球惑星科学における大きな謎の一つである。「Project IBM」は、海洋性島弧においてどのよ
うに大陸地殻（中部地殻）が生成されるかを、沈み込みの開始から現在までの時系列をたどり、総合

的に理解しようとするプロジェクトである。2014年の IODP掘削 EXP 350, 351, 352は、それぞれ、
「沈み込み帯の火成活動の時系列変化と島弧横断方向バリエーションの成因 (IBM-3)」「沈み込み帯の
基盤と初期の火成活動 (IBM-1)」「沈み込み開始と最初期の火成活動 (IBM-2)」をテーマとする。これ
らは、沈み込み帯の進化と大陸地殻成因にとって、不可欠の情報である。IODP により掘削された溶
岩、火山砕屑物、タービダイトなどの大量の試料から広域のマグマ活動の時系列変化をたどり、衝突

帯に沈み込む伊豆弧の全体像を明らかにする。 
3月 30日から 5月 30日 （IBM-3） IODP Exp. 350: 伊豆背弧の掘削(Missing Half of the Subduction 
Factory失われた半分)。水深 2114mの掘削点を海底下 2100m掘削し、現在の地層から、伊豆の背弧
で未確認の漸新世-始新世の地層までを採取し、従来の前弧において得られている掘削コアと対比させ
て、伊豆島弧全体の発達を総合的に理解する。島弧横断方向の化学組成の変化の時系列変化とその成

因を明らかにする。 
5 月 30 日から 7 月 30 日 (IBM-1) IODP Exp. 351: 奄美三角海盆の掘削(Pre-existing crust and 
mantle 沈み込み開始以前の地殻とマントル)。水深 4720ｍのこの地点には 1300m の堆積物の下に、
沈み込みの始まる前の海洋地殻が存在する。その海洋地殻と直上の堆積物を採取し、島弧の最初の基
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盤と最初期の火山噴出物の記録を明らかにする。 
7月30日から9月29日 (IBM-2) ODP Exp. 352: 小笠原海嶺の掘削 (Initial arc crust and subduction 
initiation 最初にできた地殻と沈み込みの始まり)。水深 4780mと 3100mの二地点のオフセット掘削
（それぞれ 1000m掘削する）により、沈み込みの最初期の火山活動でできた火山岩と深成岩の地殻を
採取する。これらを採取することによって、沈み込み帯の最初期のマグマの特徴とそれが現在のマグ

マへと変遷していく時系列を明らかにする。 
   これら 3地点の掘削コアにより、伊豆弧東西方向のマグマ活動の時系列変化、および沈み込みの始
まりとそのマグマ組成の変遷が明らかにされる。また、これらの掘削により、始新世から現在までの

伊豆弧の火山岩類と伊豆-本州弧衝突帯である丹沢地域の深成岩類とを詳細に比較して議論すること
が可能となる。 

 
図 1：伊豆小笠原弧の地殻構
造と Project IBMによる掘削
予定地点。左下の図の点線は、

それぞれ地殻構造断面の 1か
ら 3に対応する。IBM弧の地
殻に広域的かつ普遍的に存在

するのは、左図で緑色で示さ

れている、6.0-6.8 km/sの地
震波速度を持つ中部地殻であ

る。この地震波速度は大陸地

殻に特有なものであり、沈み

込み帯の海洋性島弧にお

いて大陸地殻ができてい

ることを示唆する。 
 
 
 
図 2：沈み込み帯の断面と、
Project IBM 掘削点の模

式図および沈み込み帯に

おける地球内部のダイナ

ミクス（初生マグマから大

陸地殻へ）についての概念

図 
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